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要旨 
 本稿は、アメリカ国立公文書館（National Archives Ⅱ）から入手した諸史料を用い
て、これまでほとんど明らかにされて来なかった現在の柏市域（旧柏市および沼南町）
の軍事関連施設および軍需工場の姿を明らかにしたものである。史料は、主に戦時中の
アメリカ軍偵察機による空中写真、戦後占領期におけるＧＨＱによる調査史料である。
これらの史料を分析することにより、いかにアメリカ側が柏市域についても、詳細な情
報を有していたのかを知ることができる。 
 
1. はじめに 
 今回行った史料調査は、平成 29（2017）年度に柏市からの委託研究「柏市域近現代
遺産基礎調査」の過程で行ったものである1。この調査は、ニチマイのワシントン・オ
フィスの協力を得てアメリカ国立公文書館（NARAⅡ）で行ったものである（2018 年 1
月は現地スタッフのみ、8月夏には筆者みずから同館に赴いて補充調査を行った）。こ
の調査は、戦前期において柏市域に立地していた軍事施設の状況が少しでもわかれば良
いと考えて行ったものであるが、これを通じてアメリカ軍が、東京周辺の飛行場や軍需
工場を、どのようにとらえていたのかも知ることができる2。調査対象は、柏飛行場・
                                                   
1 本稿は平成 29（2017）年度に柏市からの委託研究で行った「柏市域近現代遺産基礎調査報告
書」（第 5 章）を基礎としている。同報告書は、明治期から昭和戦後期（だいたい 1970 年頃ま
で）の柏市域の変貌を、台地と水辺の開発を中心に描いたもので、2 部作成し提出したもので
一般公表はなされていない。第 5章は、昭和期以後に柏に置かれることになった軍施設および
戦時期に進出してきた軍需工場のうち、アメリカ側の史料にもとづき分析したものである。ア
メリカ側史料に記録されていない諸施設についても、この報告書では扱ったが、本稿では触れ
ない。なおこの報告書にもとづき筆者は、平成 30（2018）年 8月 12 日にアミュゼ柏・クリス
タルホールにおいて「米国資料から見た柏飛行場」と題する講演を行った。 
2 アメリカ側の史料（国立公文書館や議会図書館の史料）を用いて地域の姿を知るという方法は、
すでに数多くの先行研究が自治体史を通じてなされており、本稿もその手法にもとづいている。
最近のものでは平成 29 年秋に行われた武蔵野市の中島飛行機工場の展示「Target No.357～攻
撃目標となった町、武蔵野」（武蔵野ふるさと郷土館）が豊富な史料を用いている。それらの
多くは、軍事施設を中心に発展してきた都市が中心であり、本稿に歴史研究的な意義があると
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藤ヶ谷飛行場（米軍は白井という名で把握している）、それに根戸の高射砲聯隊、軍需
工場としては日立製作所・東京機器工業・日本光学であった。その結果、約 150 枚（頁）
の資料を得ることができた。しかしその多くは、攻撃目標として重要性を持つ飛行場関
係であり、根戸の高射砲聯隊跡地に入った諸部隊に関するものはなかった。また軍需工
場関係のものは、すでに国内において収集済のものが多かった3。 
 このうち飛行場関係の中身は、爆撃報告書、飛行場レポート、写真のついている冊子
体の AIRFIELDS IN THE JAPANESE EMPIRE、日本の全飛行場リスト、東日本の飛行場地
図、柏飛行場関係写真、藤ヶ谷飛行場写真、ターゲットシートと呼ばれる飛行場図など
であった。 
 以下、今回入手した史料と、以前に入手していた史料により、アメリカから見た柏市
域の軍事施設について簡単に報告する。 
 
2. 柏飛行場関係の史料 
①飛行場レポート 
 昭和 20 年 3 月 12 日の記録4は日本各地の飛行場の状況をまとめた第 2 次報告書であ
り、柏飛行場は 2764 というターゲット・ナンバーを与えられている（北緯 35 度 54 分、
東経 139 度 57 分）。北西から南東に位置する 5,300×350 フィートのコンクリート製滑
走路と、北東から南西に位置する 6,500×1,000 フィートの未舗装の滑走路があり、格
納庫（ハンガー）、6個と 20 の付属建物があることが、書かれている。いっぽう藤ヶ谷
飛行場（史料には白井とある）は 2797 というターゲット・ナンバーである（北緯 35 度
48 分、東経 140 度 01 分）。6,500×3,500 フィートの未舗装のフィールドを持つと記さ
れている。それが 5月 24 日の第 3次報告5では、5,400×350 フィートの舗装された滑走
路があること、小さな格納庫 1 つと付属建物が 11 あることなどが報告されている。飛
行場のレポートは、何回も修正されており、その都度、より正確になっている。 
 表 1 は、終戦までに米軍が撮影した空中写真（航空写真）の、撮影年月日と飛行経路
                                                                                                                                                   
すれば、それは現在軍事都市としてあまり意識されることのない地域（ここでは柏）における
軍事施設の姿を復元していく上で、アメリカの史料を活かすことができることを示した点にあ
ると思われる。柏市域は、日中戦争開始以後に軍事施設が次々と「進出」しはじめた地域であ
り軍都になりかけていたという特長を有する。同様な性格を有する地域としての研究に、鈴木
芳行『首都防空網と〈空都〉多摩」』（吉川弘文館、2012 年）がある。柏における軍事施設につ
いての網羅的記述としては、筆者も執筆に参加した上山和雄編著『柏にあった陸軍飛行場』（芙
蓉書房出版、2015 年）があり、残存物の調査報告書としては柏歴史クラブ戦争遺跡調査班編『柏
市花野井秋水燃料庫調査報告書』（柏歴史クラブ、2017 年）、金出ミチル『空をつくる建物 高
射砲第二連隊照空予習室調査報告書』（柏市教育委員会、2018 年）などがある。 
3 アメリカ国立公文書館の占領期における軍需工場調査関係史料は、国立国会図書館憲政資料室
に複製が収蔵されている。 
4 RG165, Entry#NM84-79, Box514。 
5 RG165, Entry#NM84-79, Box515。 
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表1　米軍の航空写真撮影記録
柏 藤ヶ谷
1944/11/07 3PR4M4
1944/11/24 4M7-5V
1944/11/26 3PR4M20 3PR4M20
1945/02/10 73WR5M2
1945/02/14 AMS L571
1945/04/07 3PR5M126 3PR5M126
1945/04/15 3PR5M144
1945/04/28 3PR5M174
1945/05/04 3PR5M186
1645/06/23 3PR5M296
1945/07/06 3PR5M323
1945/07/22 No.なし
　記号は写真の飛行経路番号
　黄色は今回写真を入手したもの
　橙色はターゲット図で参照されている
　無印は飛行場レポートで参照している
図 2 5万分の 1地図と重ね合わせた空中写真 
番号（出撃番号）を示したものである。今回入手した史料からわかるものを抜き出した
ものであり、このほかに存在する可能性は大いにある。 
 空中写真で最も時期が早いものは、昭和 19 年 11 月 7 日付の松戸飛行場と柏飛行場が
記されたものである（図 1）6。B29 による関東地方への空襲が開始される直前に撮影さ
れたものである。松戸飛行場と手賀沼の間にある矢印のちょうど下が藤ヶ谷飛行場にあ
たる。まだ建設中のためか、説明はつけられていないが、飛行場であることはわかる。
まだ縮尺は小さく、飛行場の状況把握は細かくは把握できていない。 
 
②空中写真の分析 
 しかし半年もたつと格段に姿を
はっきり把握するようになる。図 2
は、空中写真をアメリカ軍が加工
したものの一部で、May 1945 の日
付が入っており、CINCPAC-CINCPOA 
PHOTO CHARTS の T-3-9 という番号
が与えられている。日本の陸軍参
謀本部陸地測量部作成の縮尺 5 万
分の一地図に写真を重ね合わせて、
作成されていることが、はっきりと
わかる7。 
 次ページの図 3は Kashiwa Airfield-2764とタイトルされた柏飛行場を中心に周辺部
                                                   
6 RG341, Entry#NM15-217, Box467。 
7 RG289 の NIPI（Naval Intelligence Photo Index）という史料群の Entry#331 105308。 
図 1 柏飛行場を写した最も早い写真（昭和 19年 11月 7日） 
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を大きく描いた地図（部分）である8。 
 説明書きによれば、4 月 7 日と 15 日の空中写真とをもとに、Photographic 
Interpretation Squadron Two（写真分析を専門とする海軍第二写真解析部隊= 
Interpron Two）が作製したもので、6月 23 日に完成させたとある。一番左上端に Flak 
and Target Map 336.11 と書かれている。対空射撃砲と目標地図とでも訳すことができ
ようか。つまり地上の防備施設をターゲットとして爆撃することを目的として作製され
たものである。だからこの地図には、飛行場だけでなく、その周辺までがかなり精密に
描かれている。たとえば薄く灰色に塗られた部分は、家並みが見える部分であろう。た
だし家並みは別として、基本的には軍事施設と判断されたものだけしか記していないよ
うに思われる。逆に言うと、細かく書かれた部分を、米軍は怪しい施設とみていたこと
になる。根戸の兵営や柏陸軍病院、第四航空教育隊、大室の射撃場、この図の範囲外で
あるが流山の糧秣廠は、細かく建物の配置までが描かれている。薄く灰色に塗られた部
                                                   
8 RG341, Entry#NM15-217, Box758。 
図 3 柏飛行場周辺図（6月 23日） 
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分には、建物は描かれていない。ちなみにタテヨコに引かれている線の一コマは 200m
四方である。 
 ではこの図の主目的である日本の対空防備状況を見る。図のマークについて説明して
おこう。まず目につくのは、爆弾の形をした記号である。これは、高射砲のある場所で、
全体が黒く塗られているのは heavy anti-aircraft cannon（重高射砲）で略称 H/AA、
上が黒で下が白塗りのものは medium anti-aircraft cannon（中高射砲、AW とも記され
ているが不明、anti-aircraft weapons の略か）で略称 M/AA、全体が白いものは light 
anti-aircraft cannon（軽高射砲）で略称 L/AA である。これは Anti-Aircraft Machine 
Gun（対空機関銃）とも記されている。20 mm AA machine cannon=九八式高射機関砲の
ことかと思われる。その横には数字があり、その個数を示す。この図では、飛行場の南
東のコーナーに全体が黒い爆弾の印があり、6 と書かれている。heavy が 6 つあるとい
うことを意味する。日本側の史料とつき合わせると 7 糎高射砲である。M/AA はフィー
ルドの周囲と第四航空隊敷地に合わせて 44 個ある。ただし爆弾の上の部分に蓋がして
あり天秤のように見えるのは、台座だけあり、実際には配備されていないもので 15 個
あるので、実質的には 29 個である。L/AA は 10 個ある。これは移動が可能と記されて
いる。 
 次に Cという字に髯と段が書かれている記号がある。飛行場敷地の西端と、西誘導路
の端に描かれている。これはレーダー探知灯（radar controlled searchlight）である。
もう少し広い範囲で見ると、根戸の兵営と柏飛行場の中間あたり、鴻の巣の演習場の南
側にもマークがある。つまり飛行場の周辺に 3基配置されていることがわかる。 
 飛行場の形は正確に書かれており、東と北、そして西誘導路には掩体壕が書き込まれ、
また飛行場南端の掩体もしっかりと書かれている。さらに西誘導路には飛行場への引き
込み用の鉄道線路もつながっている。 
 また花野井木戸交叉点の北西には、アンテナ・マークが 2つ記され、その横に 8と 6
の数字が振られている。次頁の図 4の写真を拡大すると、確かに建物数棟の他に何かあ
る。昭和 21 年の空中写真では、撤去されたようで写っていない。ただし今回入手した
ものではないが、Barracks と記された 8月 17 日米軍撮影の航空写真がある9。場所から
考えると、Barrack は大室・花野井の「秋水」燃料庫築造にかかわった人々のための飯
場だった可能性が高い。しかしアンテナ・マークの意味は不明である。さらにこの図の
最下部の中程、総武鉄道の上側に 3棟の建物が書かれている。ここは旧柏競馬場のあっ
たところで、戦時中には日本光学の軍需工場となったところである。競馬場の姿は書か
れてはいないが、米軍は、この 3棟の建物を何らかの軍事関係の建物と睨んでいたよう
だ。 
                                                   
9 栗田尚弥氏からいただいたもので、アメリカ国立公文書館蔵のものだが、史料番号などは不明
である。このように今回の調査で収集しきれていないものがまだあると思われる。 
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図 4 柏飛行場空中写真（4月 15日） 
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図 5 柏飛行場図（6月 30 日） 
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 図 4 の写真10（3PR5M144-2:51、4 月 15 日撮影）は、図 3 のもとになった写真の一つ
である。写真に白で飛行場や誘導路の形、施設の用途、防御兵器の説明と数などが書き
込まれている。これを拡大して見ると、掩体壕だけでなく、図では説明されていない「秋
水」用の正連寺の L型燃料庫や大室・花野井の秋水用燃料庫らしきものも見える。そこ
までは米軍も把握しきれなかったようだ。この写真につけられている 4 月 23 日付リポ
ートには、掩体壕が西誘導路 10 個、東誘導路 23 個、飛行場縁 23 個、合計で 49 個ある
と記されている。施設としては倉庫 32、兵舎と事務所 33、格納庫 6、給水タンク 1、射
撃場 1とある。見える飛行機の数は 126 機で、内訳は戦闘機 122 機、練習機 4機、その
他、ダメージを受けて動作不能なものが 3機あると記載している。素人目からは、なか
なか飛行機そのものも見つけられないのだが、これで判別がつく訓練を受けていること
がわかる。 
 前頁の図 5 は 4 月 7 日の空中写真をもとに作成したものを、6 月 23 日の空中写真で
修正したもので、飛行場の姿が大きく詳しく描かれている11。これも Interpron Two（海
軍第二写真解析部隊）の作製によるものである。東、北、西だけではなく、南東や南西
の誘導路、掩体壕の場所が示され、駐機している飛行機の場所が赤い点で書かれている
（94 個ある）。Hは Hardstand（駐機場）、Rは Revetment（掩体壕）で、Aから Fの 6つ
のエリアに分けて、その数を示している。 
 防御用高射砲の種類と場所などについては、南東のコーナーに H/AA が 6 個あるとい
うのは図 3 と同じだが、M/AA はフィールドの周囲に 39 個、L/AA は 16 個と異なる数字
を挙げている。またレーダー探知灯は飛行場の東西に一つずつである。さきほどの図と
の差がなぜ生じているのかは不明である。さらにこの図にもとづいて作成された 7 月
30 日付報告書 Japanese Airfields12には、航空機の種別と数を、Oscar（日本名:一式戦
闘機＝隼、Nakajima Ki43）21 機、Tojo（二式単座戦闘機＝鍾馗、Nakajima Ki44）18
機、判別不明 52 機と記している。6月 23 日の空中写真（今回は入手できなかったもの）
を写真解析部隊の専門家が見て、判別したものである。 
 次頁の図 6と図 7は、だいぶ以前にアメリカ国立公文書館で入手した戦時中の日本の
戦闘機の写真13で、図 6 は Oscar（隼）が飛行している写真、図 7 は Tojo（鍾馗）が地
上に停まっている写真である。その右につけたのは、米軍が戦闘機を識別するために作
製した鍾馗のシルエットを描いたものである。この頃の柏飛行場には第 10 飛行師団隷
下の第 18 戦隊の一部と第 70 戦隊がおり、第 70 戦隊は鍾馗によって編成されていた14か
ら、正確に把握していたといえよう。 
                                                   
10 RG341, Entry#NM15-217, Box660。 
11 RG289 Entry#331 105468 および RG341, Entry#NM15-217, Box762。 
12 RG165, Entry#NM84-79, Box516。 
13 RG342-FH 3B 35037・35054・35058, Box2053。 
14 『柏にあった陸軍飛行場』41 頁以下。 
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③爆撃報告書 
 史料中には、柏市域への米軍の攻撃状況を知ることができるものがある。USS 
Shangri-La CV-38 Action Report 7/2-8/15/194515によれば 7 月 10 日に柏と白井の飛行
場は攻撃を受けている。09:15 に合計 14 機が印旛・柏・松戸に爆弾とロケット弾を落
とし、藤ヶ谷飛行場の航空機が破壊されたことが記されている。 
 Yorktown Action Report 7/2-8/15/194516には、7月 18 日の横須賀攻撃のあとに神ノ
池、霞ヶ浦、柏、香取を攻撃したことが記されている。 
 USS Wasp CV-7 Action Report17（次頁の図 8）は、爆撃状況を詳細に報告したもので
あり、次のようなことが記されている。8 月 13 日に、印旛と柏飛行場を目標に 11:45
に離陸したトムソン中佐率いる 12 機の F4U コルセア (F4U Corsair)が、2,500 フィー
トの高度で 13:00 に目標に近づき、14:00 にかけて爆撃が行われた。最初に印旛飛行場
が西方から東に向けて攻撃され、2つの格納庫に爆弾とロケット弾を集中し、格納庫は
大きな損害を受けた。次に柏飛行場に向かい、そこで西方から東へ飛行場の南西のコー
ナーにある建物を攻撃した。建物から火の手が上がった。ついで態勢を立て直し、守谷
町の傍に列車が見えたので、それを攻撃し、再び印旛飛行場を攻撃して、16:15 に帰還
したという報告である。この時に柏飛行場に落とされた爆弾は 4 発、ロケット弾 24 発
で、建物に大きな損害を与えたと報告されている。 
 また同日、白井・松戸・印旛を目標に 09:45 に離陸したテルファイアー中佐率いる
12 機の F4U コルセア (F4U Corsair)が、8,000 フィートの高度で 10:30 に目標に近づ
き、11:30 にかけて爆撃が行われた。最初に白井飛行場（藤ヶ谷）の格納庫が爆弾とロ
ケット弾で攻撃され、2 つの火の手があがり、第 2次攻撃の態勢に入ったところ、松戸
飛行場から 10 機の飛行機が応戦してきたことなどが記されている（図 9）。帰還は 14:41
であった。 
                                                   
15 RG243, Entry# I-10 55, Box33。 
16 RG243, Entry# I-10 55, Box39。 
17 RG243, Entry# I-10 55, Box36。 
図 6 隼               図 7 鍾馗（左）と鍾馗のシルエット図（右） 
言語と文明 第 17 巻 2019 年 3 月 
－78－ 
図 8 柏飛行場の爆撃報告（8月 13日） 
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 なお今回の調査によるものでは
ないが、米軍機の損害についてア
メリカ側の記録をまとめたものに
『 Roster of Plane Crashes in 
Tokyo Area（東京地区における航
空機損失事故一覧）』18がある。こ
れには失われた飛行機の一覧と、
その簡単な経緯が記されている。
柏市域付近を抜き出せば、昭和 20
年 3月 20 日東京大空襲の際に東葛
飾郡田中村で撃墜されたもの、5月
25 日の新川村桐ヶ谷および Minai
（南の誤りか）、同日の田中村、月
日不記載の柏飛行場における墜落、
8月6日小金町大谷口における撃墜
が記録されている。またそれには
附録 2 として、米軍が戦後に行っ
た損失機調査の一例として、3 月
20 日に田中村で撃墜された B29 機
の事例が取りあげられている。こ
の調査の目的は、損失機の状況と搭乗員の安否・消息調査であり、また B・C 級戦犯裁
判と遺体・遺骨送還のためであった（同書の栗田尚弥氏の解説による）。これによると、
機体は田中村に墜落、10 人の乗務員たちは同日夕方に福田村下三ヶ尾に埋められた。
その時の扱いを詳しく報告している。 
 
3. 軍需工場関係の史料 
 アメリカの公文書館に残されている柏市域における軍需工場関係の史料は、ほとんど
が戦後占領期において賠償対象となった工場の調査記録である19。そのほとんどは、す
でに国立立国会図書館がマイクロフィルムで収集し、憲政資料室で公開している20。そ
                                                   
18 栗田尚弥監修・解説『Roster of Plane Crashes in Tokyo Area（東京地区における航空機損
失事故一覧）』（NPO 法人沖縄東アジア研究センター、平成 29 年）。文書は RG331 Entry1330, 
Box1742, File6 Investigation Division Reports 713 Vol. XIV.を復刻したものである。 
19 RG331: Records of Allied Operational and Occupation Headquarters, World War Ⅱ,1907 
-1966.  
20 日立製作所は以下のファイルが参考になる。なおこの他にもある。 
CPC21446-7,A/C04-4 Hitachi Seisakusho Kashiwa Kojo, 1945-1951 
ESS(F)01144-01145,Request for Reconversion of Kashiwa Works, 1945-1950, PC 12244-12247 
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図 11 日立製作所柏工場配置図 
れと柏市史編さん室で収集した文書も用いながら、軍需工場の戦時の姿を眺めてみよう。 
 
①日立製作所 
 もっとも早く柏に進出してきたのが、
日立製作所で亀有工場の分工場として昭
和 18 年 3月から操業を始め、航空機用の
部品を製作した（昭和 20 年 1月、分工場
から独立）。その横では、日立製作所の子
会社であった東京機器工業が昭和 19 年
に操業を開始した。図 10 の空中写真21は
昭和 19 年 9月のもので、画面の左方が日
立、右方が東京機器である。この写真の
範囲外であるが、北に行き常磐線と東武
線を越えると、旧柏競馬場跡地を利用し
た日本光学の工場があった。これ
らについて具体的な建築物の配置
がわかる図がアメリカの史料にあ
る。たとえば日立の工場は図 11 で
ある22。 
 アメリカの文書には、たとえば
次のようなことが記されている。
日立の工場では航空機用のディー
ゼルエンジンおよびガソリンエン
ジン用の燃料噴射ポンプとノズル
を製作し、建物は 18 棟あり、ピー
ク時には 3629 人が働いていた。『日
立製作所史』23によれば、敷地は 66
                                                                                                                                                   
Hitachi Seisakusho K.K. Kashiwa Works(Aircraft)-Code Number 04-4, 1947-48 
CPC 12244 Hitachi Seisakusho K.K. Kashiwa Works(Aircraft)-Code Number 04-4,1947-48 
 アメリカ国立公文書館調査で新たに Hitachi Seisakusho K.K. Kashiwa Works( 04-04）, 
1945-1951 を得た（RG331, Entry# UD1625, Box4522）。東京機器工業は、ESS(G)00535,Chiba: 
Tokyo Kiki Kogyo, 1945-1950.これは写りが悪いため改めてアメリカ国立公文書館で複写し
た（RG331, Entry# UD1753, Box7289）。 
21 国土地理院「地図・空中写真閲覧サービス」891-C1-20（1944/9/28）。 
22 CPC 12244-12247 Hitachi Seisakusho K.K. Kashiwa Works(Aircraft)-Code Number 04-4, 
1947-48。字の表示部分は移動により合成してある。 
23 日立製作所『日立製作所史 2』26 頁（同社、昭和 35 年）。 
図 10 日立製作所と東京機器工業（昭和 19年） 
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万平米、建家 2万 5,000 平米である。英語で書かれた工場の用途は、当時働いていた人
の回想による構内図（図 12）24と合っている（南北が逆に書かれているので注意）。 
 
 
②東京機器工業 
 東京機器工業の施設配置については、少し見
にくいが、アメリカの史料中に図 13 がある25。
同社は、もともと川崎において蒸気機関車や自
動車部品を組み立てていたが、当局より飛行機
の部品を作ることを命じられ、昭和 17 年 12 月
に地鎮祭が行われ、昭和 19 年 3月に操業を開始
した。ここでも航空機用の燃料噴射ポンプが製
造された。建物は 11 棟あり、昭和 20 年 3月か
ら8月にかけて作られた製品数は総数で170個、
工具機械数は 219、発動機数は 69 個であった。
図 13 の英文の説明によると、北側の入口から南
北に走る道の両側に工場（機械工場・鉄工場）・
                                                   
24 小野英夫・川畑光明『軍都「柏」からの報告（2）日立製作所 皇国第 4、124 工場』3頁（私
家版、平成 4年）。 
25 RG331, Entry# UD1753, Box7289。画像を修正し多少見やすくしてある。 
図 12 日立製作所柏工場配置図 
図 13 東京機器工業配置図 
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寄 宿 舎
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倉庫・事務所・食堂（office, garage, warehouse, machine shop, forging shop, testing 
shop）が配置され、東側の道沿いに2列に並んでいるのは職員住宅（employer residence）、
南側の台地上にあるのが寄宿舎（boarding house）である。『続柏のむかし』26によれば、
敷地は約 44 万 5,000 平米、建物は工場約 1 万 8,000 平米、寮その他の施設が 7,305 平
米、昭和 20 年 4月の労働者数は勤労動員を含めて 1,300 名に達していたという。 
 
③日本光学 
 さて余りわからないのが、日本光学柏工場である。アメリカ側の史料も見当たらない。
同工場が建設され始めたのは昭和 18 年に入
ってからで、終戦翌月の 9月には閉鎖されて
いるとされる27。もとは競馬場であり、戦後
に県営競馬が復活していることから、レース場をつぶして大規模な工場が建設されたと
は考えられない。図 14 は昭和 21 年 2 月の空中写真である28。建物は、上部に 4・5 棟、
下に 1 棟見えるだけである（写真の下方の建物は気象大学校）。その 3 年後の空中写真
（図 15）29では、森の中に 3棟の建物が見える。米軍作製の図 3に 3棟書かれていると
指摘しておいたが、それがこれにあたろう。「日本光学株式会社 競馬場見取図」30とい
う年代不明の文書には、元競馬場が使用したと考えられる施設しか書かれていない。い
ずれにしても日立製作所・東京機器ほどには、展開されていなかったものと思われる。 
 以上のようなところからは、当時の米国の探査能力の高さが理解できよう。 
                                                   
26 柏市史編さん委員会編『続柏のむかし』123 頁（柏市役所、1981 年）。 
27 柏市史編さん委員会編『柏市史年表』972 頁（柏市役所、1980 年）。 
28 国土地理院「地図・空中写真閲覧サービス」U44A-5VV_CC-231（1946/2/13）。 
29 国土地理院「地図・空中写真閲覧サービス」USA-R522-24（1949/1/10）。 
30 「日本光学株式会社 競馬場見取図」柏市史編さん資料室収集文書 E16。 
図 15 日本光学空中写真（昭和 24年） 図 14 日本光学空中写真（昭和 21年） 
